
■秋の叙勲・褒章

　農業機械の販売に 50 年余り携わり、平成 16 年から県農業機械商業協同組合理事長、
今年 3月から全国農業機械商業協同組合連合会常任理事を務め、機械による事故防止
の呼びかけなど、農業振興の分野で社会貢献されてきました。
　「農業がなければ国は栄えない。農家の皆さんが笑顔で元気になってもらいたい」と
農業への思いを熱く語られました。

旭日双光章　　岩本正敏さん（73）尾崎町　県農業機械商業協同組合理事長
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KASAI データバンク 人口／ 48,752（－ 22） 世帯数／ 17,011（＋ 11）
男／ 23,715（－ 3） 女／ 25,037（－ 19）　
10 月の出生数／ 28 人 死亡数／ 43 人

H21.10.31 現在（前月比）

▲模範演技を披露する信田さん 

▲実行委員会の皆さん（図書館前にて）。
　キャップ回収は平成 22 年 1月 7日（木）まで。

　2010 年成人式実行委員会は、新成人全員で社会貢献に取り組もう
と、ペットボトルのキャップ回収を始めました。 
　ペットボトルのキャップは、800 個で 20 円になり、１人分のポリオ
ワクチンを購入することができます。貧困に苦しむ世界の子どもたち
への支援活動になり、地球環境にも貢献できます。 
　実行委員会は、手作りによる回収箱を、市役所（中央・東玄関）、
公民館（善防・南部・北部）、図書館に設置。新成人をはじめ、地域
の人々にも協力を呼びかけています。 

2010年成人式実行委員会がペットボトルキャップ回収

　スポーツのすばらしさを子ども達に伝えよう
と、ソウルオリンピック（1988 年）に出場し
た元体操選手の信田美帆さんを招いた授業が
10 月 21 日、北条小学校で行われました。
　信田さんは「スポーツの楽しさについて」の
講演の後、同校 4 年生 75 名に、模範演技で宙
返りや逆立ちなどを華麗に披露。その身軽さに
大きな歓声があがりました。子ども達は、マッ
ト運動を中心とした実技指導で、前転・後転の
コツや倒立の練習方法などを教わり、トップア
スリートとの交流を深めました。

元オリンピック選手の体操教室

　11 月 1 日、笹倉町（甘中吉彦区長）で新そば収穫祭が開かれ、約
100 名の町民の他、市長も参加して手打ちそばなどを食べながら懇親
しました。当日、午前中にそばの刈り取りに汗を流し、午後からゆか
いな麺々のメンバーが腕を振るいました。

笹倉町で新そばの収穫祭

◀収穫祭に参加した皆さん

　市内鶉野町にある神戸大学大学院食料資源研究センターの農場で 10 月
14 日、市立九会小学校 3 年生約 70 人が柿の収穫を体験しました。 
　神戸大学農学部 3 回生が収穫の実習を兼ねて、子ども達に収穫を指導。
柿の木に手が届くように脚立を用意するなど、親切な指導に子ども達も楽
しく収穫することができました。 
　収穫したばかりの柿が子ども達に振舞われましたが、食べた瞬間「しび
れる」など、予想していた味と違いびっくり。実は、この農場で栽培され
ているのは渋柿で、美味しくいただくには渋抜きが必要です。ここでは、
二酸化炭素に浸す装置で、1 週間ほどかけて渋抜きが行われ、甘い味の柿
になります。 
　子ども達は、次に事前に用意された渋抜きした柿を口にし、「甘くて美
味しい」柿を味わいました。 

神戸大学農場で柿の収穫体験

　加西市観光まちづくり協会・神戸電鉄の共催で 10 月 25 日、「かさい
宇仁の里・花畑街道コースハイキング」が行われ、約 80 名の方が参加、
約 6 キロにも及ぶコスモス街道や紅葉を楽しみました。
　また、当日はハイキングコース途中で宇仁郷まちづくり協議会による
コスモスまつりも開催され、メイン会場の国正町運動場で行われたカ
レーライス等飲食物の販売や朝市では、多くの参加者が足を休め楽しみ
ました。 

宇仁の郷・花畑街道ハイキング

◀神戸大学生の指導のもと柿を収穫

沿道に咲き並ぶコスモス▶

　社会科の教科書に載っている昔の生活道具の実物を手にとって体験
する学習会が 10 月 26 日、西在田小学校 4 年生（21 名）の授業で行
われました。これは、古い道具を通して昔のくらしぶりや、生活道具
の遷り変りを学習するもので、教室には NPO 法人まちづくり北条（松
本正光代表）の協力により、メンバーの所有する「あんか」や「ひば
ち」など昭和 30 ～ 40 年代の生活道具 26 点が勢ぞろい。道具の機能
や使い方の説明を受け、実際に手で触れたり、スケッチすることで当
時の生活の様子を学びました。

昔の生活道具学習会

▲ダイヤル式電話の説明を受ける子ども達

　青少年の非行防止の見守り活動などに尽力、ボランティアで防犯活動に 42 年間関わ
られています。平成 18 年からは加西市防犯協会会長を務め、車上狙いや振り込め詐欺
への注意喚起に取り組み、地域の安全運動に貢献されました。
　「多くの方々の協力があってこその受賞。お世話になった皆さんで喜びを分かち合い
たい」と感謝の気持ちを述べられました。

藍綬　　　　　藤原　實さん（71）常吉町　加西市防犯協会会長　　　　　　
　11 月 3 日、大工町（神田定秀区長）は、毘沙門天神社境内で奉納相
撲大会を開き、児童 3 名が回し姿で元気に相撲をとりました。
　大工町では、先月の雑魚獲りイベント、蓮根レシピコンテストなど、
町民交流と地域おこしイベントに熱心に取り組んでいます。

大工町で子供奉納相撲

子供相撲を奉納▶

　消防組織の資質向上を目的に自衛消防実戦競技大会（加西市防火協
会主催）が 10 月 28 日、消防本部訓練場で開催されました。市内 23 
事業所から 36 チーム、89 名が参加、消火器を使った放水競技などの
4 部門で技を競い合いました。優勝者は次のとおりです。

第15回自衛消防実戦競技大会

 
■消火器競技の部 　　　　　　　㈱千石 A
■屋内消火栓競技の部 　　　　　技研化成㈱関西工業
■屋外消火栓競技の部 　　　　　三洋電機㈱加西事業所Ｂ
■小型動力消防ポンプ競技の部 　是常精工㈱

▲消火器に水を入れ速く目標に命中させる競技


